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2025 年 10 月 15 日（水）に開催しました「2025 年８月期決算説明会」につきまして、    
書き起こし記事を公開いたしましたので、お知らせいたします。 
2025年８月期の決算概要、直近の取り組み、今後の成長戦略等についてご説明しておりま
すので、株主・投資家の皆さまにおかれましては、ぜひご覧いただけますと幸いです。 
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株式会社トリプルアイズ 
2025 年 8 ⽉期通期決算説明会 
2025 年 10 ⽉ 15 ⽇ 
 

  



イベント概要 
 
[企業名] 株式会社トリプルアイズ   
[証券コード] 5026 
[イベント⾔語] JPN 
[イベント種類] 決算説明会   
[イベント名] 2025 年 8 ⽉期通期 決算説明会 
[決算期] 2025 年度 通期   
[⽇程] 2025 年 10 ⽉ 15 ⽇ 
[時間] 19：00 ‒ 20：00 
[開催場所] インターネット配信 
[登壇者] 3 名 代表取締役・⼭⽥雄⼀郎、取締役・桐原永叔、取締役 CFO・加藤慶 

 

  



 

 

□サマリー 

2025 年 8 ⽉期 通期業績の概要 
2025 年 8 ⽉期の業績は、売上⾼が前年同期⽐で増加したものの、当期純利益は減少した。 

 売上⾼は 5,714 百万円で前年同期⽐ 129.6%。 
 経常利益は 59 百万円で前年同期⽐ 125.9%。 
 当期純利益は△343 百万円で、前年同期⽐で△420 百万円の減少。 
 AI ソリューション事業は売上⾼ 4,626 百万円、経常利益 59 百万円で成⻑。 
 GPU サーバー事業は経常利益が△0 百万円で、税制改正の影響を受けた。 

 
事業セグメント別の業績分析 
各事業セグメントの業績は異なり、AI ソリューション事業が好調であった。 

 AI ソリューション事業の売上⾼は 4,626 百万円で前年同期⽐ 151.1%。 
 GPU サーバー事業の売上⾼は 1,101 百万円で前年同期⽐ 79.7%。 
 AI ソリューション事業の営業利益は 41 百万円で前年同期⽐ 1,962.4%。 
 GPU サーバー事業は経常利益が△0 百万円で、利益⽔準が低下。 

 
財務状況の改善と資本政策 
財務体質が改善され、純資産⽐率が上昇した。 

 純資産⽐率は 34.4%に上昇し、財務体質が⼤きく改善。 



 純資産は前年末⽐ 814 百万円増加し、1,665 百万円に達した。 
 棚卸資産評価損 286 百万円を計上したが、グループインした BEX 社のファウンダー及

び資本業務提携を実施したゲームカード・ジョイコ社に対する第三者割当増資の実施
等により改善。 

 
2026 年 8 ⽉期の業績予想 
2026 年 8 ⽉期は IFRS を適⽤し、営業利益の⿊字化を⾒込んでいる。 

 売上⾼は 5,837 百万円を予想し、前年同期⽐ 102.2%。 
 売上総利益は 1,894 百万円を⾒込む。 
 営業利益は 81 百万円の⿊字を⾒込む。 
 AI ソリューションと GPU サーバー事業の成⻑を期待。 

 
成⻑戦略と市場環境 
AI 市場は加速成⻑を続け、トリプルアイズは AI プラットフォーム展開を進める。 

 国内 AI 市場は 2027 年までに約 1.1 兆円に拡⼤する⾒込み。 
 AI プラットフォームの展開を通じて、顧客との共同開発を強化。 
 レガシー産業への AI 実装を進め、業種特化の AI プロダクト開発を⽬指す。 

  



□はじめに 

 
トリプルアイズ代表取締役・⼭⽥雄⼀郎（以下同） 
2025 年 8 ⽉期は当社にとって、さまざまな課題や困難に直⾯した 1 年でした。本⽇の説明会で
は、課題の背景含めてご説明するとともに、今期（2026 年 8 ⽉期）においてどのように課題を
改善し成⻑につなげていくかを中⼼にお話していきます。 
 

□2025 年 8 ⽉期 通期業績の概要 

 

 
• まず連結業績ですが、BEX 社の PL がフルで連結されたことにより、売上⾼及び経常利益

が⼤きく増加いたしました。⼀⽅で、エンジニアリングサブセグメントにおける⼈員減に
伴う売上減少や、昇給による⼈件費増加、GPU サーバー事業における税制改正に伴う売上
減少や棚卸資産評価損 286 百万円等により、当期純利益は減益で着地いたしました。 

• AI ソリューション事業につきましては、「AI インテグレーション」における単価上昇、⽣
成 AI 関連の開発需要増に伴う AI ラボ契約拡⼤、ゲームカード・ジョイコホールディング
ス社からの案件受注拡⼤などが売上及び利益拡⼤に寄与しました。 

• 「エンジニアリング」においては⾼稼働率を維持しているものの、 5 ⽉に臨時賞与 32 百
万円を⽀給、⼈員減による 3Q 会計期間の⾚字が響き、利益⽔準が低下いたしました。 

• GPU サーバーにおきましては、令和 7 年度税制改正を受けて、4Q はマイニングマシンの
販売が減少し、AI 開発⽤途向け GPU サーバーの販売が本格化したものの、通期の経常利



益は少額ながら⾚字で着地いたしました。 

 
業績予想修正後と⽐較しまして、営業利益で 22 百万円、経常利益で 56 百万円の改善を⽰して
おります。売上⾼は 57 億 14 百万円で前期⽐ 129.6%、売上総利益は 17 億 31 百万円で前期⽐
117.5%となりましたが、営業利益は 61 百万円の⾚字で着地いたしました。EBITDA につきまし
ては約 3 億円、当期純利益につきましては、今期在庫の評価損を計上しましたので 3 億 43 百万
円の⾚字になっております。 
 

 

• AI ソリューション事業においては、BEX 社のエンジニアリング事業の取り込みによって、



粗利も含めて⼤きく増加した反⾯、BEX 社の⼈員減、トリプルアイズ社のオフィス移転な
ど追加費⽤が発⽣した年でした。 

• GPU サーバー事業においては、マイニングマシンから AI GPU サーバー事業へとビジネス
モデルをシフトしているなかで、売上、粗利ともに減少いたしました。 

 

 
あらためて事業セグメントについてご説明いたします。⼤きく「AI ソリューション」と「GPU
サーバー」という⼆つのセグメントがあり、「AI ソリューション」のなかにサブセグメントと
して、「AI インテグレーション」「AI プロダクト」「エンジニアリング」の３つがあります。 
「AI インテグレーション」と「AI プロダクト」についてはトリプルアイズ社が、「エンジニア
リング」は BEX 社が、「GPU サーバー」はゼロフィールド社が、それぞれ該当いたします。 
 



 
こちらは AI ソリューション事業における過去 2 期分の推移を⽰したものです。エンジニアリン
グサブセグメントにおける⼈員減、臨時賞与 32 百万円の⽀給等の影響で 3Q に営業損失を計上
も、4Q に⼈員増及び稼働率上昇を背景とした売上⾼の増加により、通期売上⾼ 4,626 百万
円、経常利益 59 百万円で着地し、前期⽐で⼤きく成⻑いたしました。 
 

 
GPU サーバー事業につきましては、⾜元で AI 開発⽤途向け GPU サーバーの販売が本格化し、
2025 年 8 ⽉単⽉で 105 百万円の粗利を計上したものの、税制改正の影響に伴う GPU マイニン
グマシンの販売減により、4Q は経常損失 41 百万円を計上いたしました。2026 年 8 ⽉期は、



マイニングマシンの販売減を上回る AI 開発⽤途向け GPU サーバーの販売増による損益改善を
⾒込んでおります。 
 

 
2025 年 8 ⽉期の事業別のトピックスとなります。 
• AI インテグレーションにつきましては、⼤変好調でありました。商流改善や単価上昇によ

る社員 1 ⼈当たり⽉平均売上の増加、ビジネスパートナー粗利率が改善したことによるも
ので、今期にとってもポジティブな内容だと思います。24 年 9 ⽉に資本業務提携したゲ
ームカード・ジョイコホールディングス社からの DX/AI 案件開発/保守業務の受注が拡⼤
し、業務提携が順調に進⾏中しております。 

• ⽣成 AI 関連の開発需要増に伴い、AI 開発契約は引き続き安定的に拡⼤中です。これに加
え、AI 開発契約から AI 請負案件に繋がる事例が増加、RAG 開発、LLMO 開発、⾏動分析
AI など幅広く対応中で、26 年 8 ⽉期に向けて AI 開発案件、請負案件など新規受注が順調
に進捗しております。 

• AI プロダクトにつきましては、LINE WORKS の 1 次代理店となり営業活動を開始し、「ア
ルろく for LINE WORKS」 「きんろく for LINE WORKS」の営業活動を強化し新規受注
が順調に進捗していますが、⼤型案件が少なく損益⾯については苦戦した 1 年であったか
と思います。 

• ⼀⽅で、26 年 8 ⽉期に向けて太陽光発電事業所向け AI 監視カメラサービスの新規受注が
順調に進捗し、⼤⼿⾃動⾞メーカー⼯場にて、AI 顔認証勤怠管理システムを追加設置が始
まり、⼤型案件につながる新しい領域での展開がスタートしております。 

• エンジニアリングは⾼稼働率を維持し、単価は向上しているものの、5 ⽉に臨時賞与 32
百万円を⽀給し、また、⼈数減が当初の想定を上回ったため、3Q は利益⽔準が低下しま



したが、4Q 以降は案件増により請負⼯数が増加したため、営業損益は⿊字に回復、今後
も⿊字継続⾒込みです。 

• GPU サーバー事業につきましては、⽣成 AI 関連で電⼒需要が⾼まるなか、アーカンソー
州に 3 拠点⽬となるデータセンターを新設しました。 
 

 
 
前期末と⽐較して純資産 814 百万円増加し、純資産⽐率が 34.4%に上昇し財務体質が⼤きく改
善した 1 年となりました。グロース市場のなかでチャレンジし続けていくうえにあたって、ポ
ジティブに捉えております。 
  



□2026 年８⽉期業績予想 

 

 
2026 年 8 ⽉期は IFRS（国際会計基準）を適⽤いたします。また、GPU サーバーセグメントに
おける AIGPU サーバーの販売強化及び AI ソリューションセグメントにおいては次ページ記載
の各⽅針に基づく施策の実⾏により、営業利益の⿊字化を⾒込んでおります。 
 

 
• AI インテグレーションにおいては、戦略的部署異動を背景とした契約単価上昇による



粗利率の上昇、AI ラボ契約及びプライム案件の受注拡⼤を図っていきます。また、新
卒 21 ⼈の採⽤を中⼼とした採⽤の拡⼤が損益にプラスに寄与すると考えております。 

• AI プロダクトについては、アルろくを中⼼とした新規契約獲得による MRR の伸⻑及
び AIZE 関連カスタマイズ開発の受注増による拡⼤するとともに、開発コストの適切な
管理を計画的に進めてまいります。 

• エンジニアリングについては、各種コミュニケーション施策などにより⼈員減少に⻭
⽌めをかけるとともに、請負⼯数のさらなる増加や採⽤数の増加を⽬指し、安定した
⿊字の継続を⽬指していきます。 

• GPU サーバーについては、AI 開発⽤途向け GPU サーバーの販売にシフトしてまいり
ます。IFRS 適⽤によるのれん⾮償却及び顧客関連資産償却の処理変更で財務が改善す
る⾒込みです。 

 

 
振り返ってみますと、上場後の規模の拡⼤がお分かりいただけると思います。「テクノロジーに
想像⼒を載せる」というビジョンを掲げており、新たなチャレンジをしていくことが使命だと
思っていますが、それに伴って利益と成⻑のバランスにおいてこれまでも波があることも確か
です。23 年 8 ⽉期は減益となりましたが、構造改⾰や利益改善をしていきながら前進してきた
のがここ数年だったかと思います。2025 年 8 ⽉期は仕込みの時期であり、2026 年 8 ⽉期は準
備していた事業が花開き、しっかりと利益を出せる年にしていきたいと考えています。 
  



□会社概要 

 

 
「テクノロジーに想像⼒を載せる」という経営理念がわれわれの存在意義を表しています。こ
の理念にあらためて⽴ち返り、ワクワクする未来に向けて先端テクノロジーで挑戦を続けてい
く所存です。 
 

 
これまでの軌跡を振り返ると、創業者急逝による会社存続の危機やウクライナ危機による上場



延期、23 年 8 ⽉期の減益という、危機を乗り越えてきました。23 年 8 ⽉期の下⽅修正の際は
時価総額もかなり低迷しましたが、M&A グループインや世⽥⾕区案件なども含めて 2024 年 7
⽉には通期営業⿊字の上⽅修正発表につながりました。2025 年 8 ⽉期は 3Q 開⽰で通期予算下
⽅修正をし忸怩たる思いでありましたが、これから 2026 年 8 ⽉期はもとより今後 3 年を⾒据
えた利益構造改⾰に着⼿しているところであります。 
 

 
株主のみなさまとしっかりベクトルを合わせ、業績向上・株価向上へのコミットをより強化す
べく、2024 年 9 ⽉及び 2025 年 3 ⽉に、グループ 3 社の取締役、執⾏役員、幹部陣に対し有償
ストックオプション（以下、有償 SO）を発⾏しています。 
  



□市場環境  

 

 
⽣成 AI とデータセンターで電⼒需要が急増し、送電や系統連系のボトルネックが前⾯化してい
ます。また、フィジカル AI は製造業で実装段階に⼊り、エコシステムの拡⼤が進展しており、
エッジ AI を推し進めるわれわれのビジネスとも無縁ではありません。 
⾼市政権では、AI 推進と経済安全を両⽴しつつ、国産半導体・データ基盤強化、⽣成 AI 活⽤
拡⼤と安全対策がさらに加速する可能性が⾼いと⾒ています。独⾃の AI モデルを持つ企業とし
て⼤きな⽂脈のなかでこの流れに乗っていきたいと考えています。 
 



 
「フィジカル AI」はエッジ搭載へ拡張し、現場機器に即応する⾼速度の適応を実現、製造 DX
を前進させます。フィジカル AI の推進はエッジコンピューティング市場をさらに拡⼤すると⾒
ています。 
 

□競争優位性  

 

 
われわれのコアな価値を⽣み出すエンジニア⼈材でありますが、前期はゼロフィールドと BEX
のグループインによって⼀気に増加しましたが、2025 年 8 ⽉期は、エンジニアリングサブセ



グメントにおいて⼈員の減少があり、売上・利益に対して影響がありました。2026 年 8 ⽉期
に関しましては、新卒の採⽤が好調であり、改善する⾒込みです。 
  



□成⻑戦略 

 

 
「テクノロジーに想像⼒を載せる」というビジョンを掲げ、画像認識をはじめとする AI 技術や
GPU、ブロックチェーン、⾃動⾞設計といった最先端の技術にフォーカスしてチャレンジして
新たな市場を切り拓いていきます。かつ利益創出のための選択と集中を⾏う 1 年にしていきた
いと考えています。 
 



 
３つの⼤きな戦略を成⻑戦略の柱に掲げています。 
• AI プラットフォーム展開では、⾃社プロダクトでの MRR を拡⼤し、10 万 ID の運⽤実績

を積み重ねていきます。 
• レガシー産業への AI 実装では、業界に深くリーチするプレイヤーとの M&A や資本提携、

エッジ AI プロダクトによる AI 需要の取り込みに取り組んでいきます。 
• GPU サーバー事業の推進では、AI 開発⽤途 GPU サーバー、データセンターの展開を広げ

ていきます。 
• さらに、同規模以上の M&A と暗号資産トレジャリー事業⽀援によって、⾮連続な成⻑を

⽬指していきます。 
 



 
⼤規模⾃治体初の世⽥⾕区⾮常勤勤怠管理システム採⽤から全国展開を⽬指していたのです
が、⾃治体さんの予算どりの時間軸などの要因から想定よりも進みが遅かったという反省点が
あります。 
SaaS サービスと連携した他社勤怠管理システムへバンドル提供につきましては、例に挙げて
いる企業以外にもいくつか進⾏中のものがあります。このビジネスモデルに関しては、収益に
直結していくうえでの時間軸のずれがあるため、今期改善点として改⾰を進めています。 
「AI ラボ」に関しましては⼤きなポテンシャルを感じておりまして、AI ラボのフックから SI
⼤型請負案件につなげるという成功モデルができてきました。 
 



 
⾃動⾞産業や遊戯業界など、AI の導⼊余地が⼤きいレガシー産業にアプローチしていくという
ことですが、こちらも⼤きな市場だからこそ時間軸に課題がありますが、現場サイドでの仕込
み期間を経て、2026 年 8 ⽉期には利益につなげていく流れができております。 
エッジ AI プロダクトによる AI 需要の取り込みについてですが、これまで⾃社モデルについて
投資してきた経緯がありますので、それを収益に転換していく 1 年にしたいと思います。 
 

 
マイニング⽤途から AI GPU ⽤途へのビジネスモデルのシフトは、実績も上がりつつあり、ス
タートを切れた 1 年であったと思います。 



電⼒発電事業者や⼟地保有者との余剰電⼒等の活⽤推進ですが、エネルギー問題にフォーカス
される昨今、新政権の誕⽣も相俟って、ポテンシャルを感じています。 
 

 
今後も継続して M&A 政策を進めていくのですが、⼆つの⼤型 M&A 案件を経験したことか
ら、その経験を活かして PMI で出てきた課題に向き合いながら改善し、次の M&A に活かして
いきたいと考えています。 
 

 
われわれには、これまでゼロフィールドで培ってきた知⾒があり、暗号資産エコシステム全体



の質的向上に貢献できるプレイヤーであると思っています。電⼒コスト、環境対応、遠隔運⽤
といった課題へのノウハウ提供を⾏いながら、暗号資産トレジャリー事業⽀援を推進していき
たいと思います。 
 
今期の業績につきましては、3Q での下⽅修正があり、わたし⾃⾝、忸怩たる思いはありま
す。しかし、トリプルアイズはこれまでも逆境をバネに⾶躍してきた企業です。2026 年 8 ⽉
期の計画を上回れるよう、しっかり取り組んでまいります。 
 
 
＊質疑応答につきましては、後⽇、質疑応答集を配信いたします。 
 
 
 
 
【本件に関するお問い合わせ先】 
株式会社トリプルアイズ 
電話：03-3526-2201 
HP：https://www.3-ize.jp/ 
MAIL：info@3-ize.jp 
 
 




